
甲第t持考証

意　　見　　書

外交文書開示等にともなう日韓会談研究の進展について

2010年12月17日

新潟国際情報大学情報文化学部警㊨青▲、渾　文

日　　次

第1序輸

第2　公的文書非公開による本格的研究の困難…1980年代以前の研究成果

第3　公的史料「発碑」と本格的研究の開始…1990年代および2000年代前半の研究

成果

第4　2005年以降の日韓会萩文書公開と本格的な学術研究の進展

第5　近年の研究成果（1）…財産請求権問題

第6　近年の研究成果（2）…文化財問題

第7　結論…日韓会談文事には公開すべき内容が含まれており、文書公開こそ公益に

かなうものである
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